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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ケラチン遺伝子ファミリーのメンバーです。ケラチンは、上皮細胞の構造的完全性を担う中間径フィラメントタンパク質であり、サイトケラチンと毛髪ケラチンに分類されます。I型サイトケラチンの大部分は、異型ケラチン鎖が対になって配列した酸性タンパク質で構成されています。このI型サイトケラチンはケラチン4と対を形成し、非角化重層上皮の基底上層で発現します。この遺伝子とケラチン4の変異は、常染色体優性遺伝疾患である白色海綿状母斑と関連付けられています。I型サイトケラチンは、染色体17q21.2の領域に密集しています。この遺伝子の選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じますが、すべてのバリアントが解明されているわけではありません。 [RefSeq提供、2008年7月]、疾患：KRT13遺伝子の欠損は、大腿骨頭白色海綿母斑（WSN）[MIM:193900]の原因となる。WSNは、主に非角化重層扁平上皮に発症する稀な常染色体優性遺伝疾患である。臨床的には、口腔粘膜に軟らかく白色の海綿状のプラークが出現する。特徴的な組織病理学的所見は、口腔上皮ケラチノサイトの基底上層における上皮肥厚、不全角化、および空胞化である。頻度は低いが、鼻、食道、生殖器、直腸の粘膜も侵される。,その他: 細胞骨格ケラチンとミクロフィブリルケラチンには、I型（酸性、40～55 kDa）とII型（中性～塩基性、56～70 kDa）の2種類がある。,オンライン情報: ケラチン-13 エントリ,PTM: O-グリコシル化; グリカンは単一の N-アセチルグルコサミン残基から構成される。,類似性: 中間径フィラメントファミリーに属する。,サブユニット: 2つのタイプIケラチンと2つのタイプIIケラチンからなるヘテロ四量体。ケラチン-13は通常、ケラチン-4と関連している。,組織特異性: 一部の表皮汗腺管（タンパク質レベル）および外子宮頸管、食道、胎盤で発現する。,
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